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令和６年度第２回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 令和６年 12 月４日（水）10 時 30 分～12 時 00 分 

開 催 場 所 横浜花咲ビル ２階 205 研修室 

出 席 者 

（ ８ 名 ） 

北神委員長、平井副委員長、倉斗委員、東委員、倉根委員、大塩委員、室伏委員、 

牧田臨時委員 

欠 席 者 

（ ３ 名 ） 

松原委員、福永委員、細田委員 

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 事 
１ 部会からの報告２件 

決 定 事 項 １ 「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等検討部会の意見

書のとおり、斎藤分小学校と二谷小学校の学校統合は行わず、斎藤分小学校は当

面の間、存続することとし、二谷小学校は、単独での建替えに着手されるよう教

育委員会へ答申することを決定した。 

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 部会からの報告 

「青木小学校」学校規模適正化等検討部会における検討状況について 

 

（事務局から資料について説明） 

 

（北神委員長） 

事務局から説明があった内容を踏まえて、御意見や御質問などがありましたら、

お願いいたします。 

 

（倉斗委員） 

 【資料１-１】の４に記載がありますが、第１回検討部会に向けた具体的な対応

策については、本日はまだお見せいただくことはできないのでしょうか。また、地

域説明会で対応策の結論はいつまでに出すのかという質問については、いつまでに

とは決まっていないといった御説明があったのですが、見通しなどについてはいか

がでしょうか。 

 これは意見ですが、青木小学校が今後、児童数や学級数が増加することに伴って

教員の数も増えていくかと思います。施設としても、職員室やトイレ等、様々な検

討が必要になると思います。 

 

（事務局） 

 施設面での改善策となりますと、一般的には内部改修やプレハブ棟の整備、増築

での対応となりますが、現在、12 月 12 日に開催される検討部会に向けて資料を作

成中でございます。本日の委員会では、そこまでの資料をお示しができず、申し訳

ございません。 

２点目のスケジュールについてですが、いつまでに、例えば何月までにというこ

とは、回数が限られてしまうこともあり、やはり地域の方をはじめとする関係者の

方々にしっかりと御議論いただいて、最善の策を取りまとめていきたいと考えてい

ます。一方、お示しした義務教育人口推計にもありましたように、児童数が増加し

ていく状況も踏まえますと、何年もかけて検討を行うものではないと申しあげまし
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たが、長くても１年程度で取りまとめさせていただければと考えております。その

ために、部会委員の皆さまに分かりやすい説明資料を準備する等、少しでも早く取

りまとめていきたいと考えています。 

また、資料でお示しした青木小学校の児童数・学級数の推移ですが、我々は現在

０歳のお子様が６年後に１年生になるまでの６年後までを義務教育人口推計として

作成しています。そのため、令和 13 年度以降については、精緻な数値はお示しで

きないのですが、過去の状況等も踏まえますと、13 年度以降も増加していくので

はないかと想定しているところです。 

 

（東委員） 

１点目は、青木小学校の教室不足については、増築なり教室を増やして対応してい

くのか、または二谷小学校・斎藤分小学校を含めた３校で通学区域の変更を通じて

対応していくことまで視野に入れているのか。説明会でも、通学区域の見直しはい

つ頃行うのかという質問もありました。その場合、周辺校である二谷小学校と斎藤

分小学校における学校規模適正化の検討は、相当な年数が経過していますので、そ

んなに時間はないだろうと思います。その辺りはどういった方向に持っていくのか、

優先順位が通学区域内で発生する人口増を青木小学校単独で解決していくのか、そ

れとも周辺校とあわせた通学区域の変更・見直しを行っていくのか、その優先順位

はあるのか、または決まっているのかをお伺いしたいです。 

２点目は、【資料１－２】の「２ 青木小の現状」ですが、今後、建設されるマン

ションにおいては、令和７年度の入居が多いと思います。一方、今後の児童数の増

え方については、大きく増えていないようです。この数字は少ないのではないかと

思いますが、この点についてはいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

１点目の対策の優先順位についての考え方ですが、現在、青木小学校の通学区域の

方々は、今までの生活設計としては青木小学校に、というお考えもあると思います

ので、まずは施設面で対応できないのかを検討していく必要があると思っています。 

また、施設面の検討とあわせて、場合によっては、通学区域の見直しも検討する

必要があると考えています。今後の検討部会の議論の中で、別々に検討するのか、

並行して検討するのかについては、現時点で特に優先順位として決めているもので

はございません。主な対策としては、施設面での対応と、通学区域の対応という現

状、２つの対応策しかない中で、事務局から色々な検討材料を御用意させていただ

いて、検討部会の中でどういう対応策がいいのかを、御議論いただきたいと考えて

います。 

２点目の令和７年度に多くのマンションから入居開始となる中で、資料の推計を

見ると、７年度にそれほど、人数が増えていないように見えるが、という御質問に

ついてですが、横浜市内で建設されたマンションに、どれくらいのお子さんが入居

し、増えるのか、ということを事務局としては、未就学や、既に小学生のお子さん

がどの程度、引っ越してくるだろうというところ等々、過去の実績を踏まえながら

入居するお子さんの割合を見て推計としてお示ししています。 
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（北神委員長） 

他に質問等はございませんか。 

 

（委員意見なし） 

 

（北神委員長） 

当議題については、次の議題にも関わりがあると思いますので、引き続きよろし

くお願いいたします。 

 

２ 部会からの報告 

「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等検討部会における

検討状況について 

 

（事務局から資料について説明） 

 

（北神委員長） 

牧田部会長から、検討部会の状況等について報告をお願いいたします。 

 

（牧田部会長） 

 検討開始から随分と時間が経過しましたが、この間、部会委員の皆さまには大

変、熱心に検討をしていただきました。 

斎藤分小学校の通学区域は、住宅地域で道路も狭く、消防車等の大きな車両も入

っていくことが難しい地域です。そうした状況もあり、学校の建替えも現在の建築

方法では難しい部分もあり、同時に新しいマンション等の建設計画も付近ではあま

りない状況です。そのため、今後、耐用年数の 70 年に到達するまでは、補修等を

行いながら上手に運営していくことが望ましいと考えました。 

また、二谷小学校については、耐用年数の 70 年が迫っていますので、単独で新

しい校舎の建替えを、子どもたちのために行っていただければと思います。 

 なお、斎藤分小学校は、二谷小学校の他に、南神大寺小学校・神橋小学校といっ

た小学校も近くにありますので、そうした点ももう一度考えて対策をとっていくこ

とも必要かとは思いますが、今の状況では、この結論が望ましい、というのが検討

部会としての結論でございます。 

 

（北神委員長） 

事務局からの御説明と牧田部会長から御報告いただいた内容について、御質問や

御意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

（大塩委員） 

 今回、時間がかかってしまいましたが、一定の結論が出たことは良かったと思い

ます。先程の青木小学校の件と同様に、この間、当初から状況が大きく変わってき

ています。ある程度の予測が見えた時点で、このような結論がだされたことは良か

ったのではないかと思います。 
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（北神委員長） 

本当に御苦労の末、導かれた結論ではないかと思います。部会長からもありまし

た様に、現段階では、これが望ましい対策として落ち着いたということだと思いま

す。 

今後、検討部会から出た要望を教育委員会は真摯に受け止めて、それぞれ必要な

対策を着実に実行していくことが重要だと思いますので、地域の御理解とその後の

対応を、教育委員会も検討していっていただければと思っています。その他の委員

の方、いかがでしょうか。 

 

（倉根委員） 

 結論が出たというよりは、まだまだこれからも継続していく案件だと思います。

今後、時が経つなかで新たな課題もでてくることと思いますので、引き続き、私た

ちも含めて気にかけながら、この地域に住まわれている方々や子どもたちがこれか

らも安心して生活し、学校に通える方策を模索していくことが必要だと思います。

引き続きよろしくお願いいたします。 

 

（北神委員長） 

ありがとうございました。その他、御質問や御意見等などございませんか。 

 

（委員意見なし） 

 

（北神委員長） 

ありがとうございます。それでは、本検討委員会として教育委員会事務局に提出

する答申案についてお諮りしたいと思います。 

いただいた意見書について、付帯的な事項を付け加えるといった御意見もなかっ

たと思いますので、本検討部会における審議については、検討部会でまとめいただ

いた当意見書をもって、本検討委員会の結論とし、「斎藤分小学校と二谷小学校の

学校統合は行わず、斎藤分小学校は当面の間、存続することとし、二谷小学校につ

いては単独で建替えに着手されるよう教育委員会へ答申する」ということでよろし

いでしょうか。 

 

（委員異議なし） 

 

（北神委員長） 

ありがとうございました。 

それでは、資料２－２の令和３年７月５日付で諮問がありました件については、

資料２－３の意見書のとおり、答申するということを決定しました。なお、答申書

については資料２－４の答申書案を使用することとしたいと思います。答申書の教

育委員会への提出は、事務局の方で教育委員会に提出いただきたいと考えておりま

すが、よろしいでしょうか。 

 

（委員異議なし） 
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（北神委員長） 

ありがとうございます。なお、提出された答申書については本日の会議録とあわ

せて市のホームページに公開されると聞いております。 

それでは斎藤分小学校と二谷小学校の建替えに伴う学校規模適正化等検討部会に

ついては以上となります。牧田部会長様、ありがとうございました。 

 

（牧田部会長退出） 

 

（北神委員長） 

 本日の議事について全て終了いたしました。事務局より連絡事項等についてお願

いいたします。 

 

（事務局） 

本日は貴重な御意見ありがとうございました。事務局より、前回の委員会におい

て答申いただきました、南舞岡小学校の学校規模適正化について、経過報告がござ

います。 

 

（事務局） 

９月11日に開催された本検討委員会で御審議いただきました南舞岡小学校の学校

規模適正化についてですが、検討委員会からの答申書については、10月18日の教育

委員会会議に提出し、御審議いただきました。その結果、南舞岡小学校と日限山小

学校の２校の学校統合の方針が決定されました。 

今後は、学校条例の改正が必要となりますので、市会に議案を提出させていただ

く予定となっております。以上、御報告でした。 

 

（北神委員長） 

 本日の委員会は以上になります。お疲れ様でした。 

資    料 

・ 

特 記 事 項 

【資料】 

・「次第」 

・「委員名簿」 

・「座席表」 

・「青木小学校」学校規模適正化等検討部会における検討状況について 

・青木小学校の不足教室対策に関する説明会（当日使用資料） 

・「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等について（報告） 

・学校規模適正化等について（諮問） 

・「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等に関する意見書 

・学校規模適正化等について（答申）＜案＞ 

・「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等検討部会ニュース

（第１号～第５号） 

 

【特記事項】 

なし 

 


